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＝
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日
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＝
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＝
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／
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。
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夫
ユ
一
市
ス
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一
知
夕
、
健
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時
血
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内
「
カ
ル
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含
有
は
ハ
二
了
二
O
%
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之
エ
右
側
前
勝
骨
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折
ヲ
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レ
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二
週
日
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＝
ハ
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少
シ
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。
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ス
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二
遡
日
目
ユ
ハ
生
時
的
動
指
／
純
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内
一
二
選
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－
週
日
目
ニ
ハ
粉
々
上
昇
シ
、
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日
目
＝
於
テ
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一
二
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八
九
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ヲ
示
シ
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六
週
日
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後
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品
復
路
セ
リ
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治
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ハ
骨
折
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九
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七
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＝
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折
後
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週
日
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ユ
ハ
差
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夕
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－
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凶
・
一
二
%
ヲ
一
京
シ
、
財
来
住
ユ
下
降
シ
、
八
週
日
目
－
一

於
テ
モ
品
川
健
常
償
ヨ
り
億
三
堵
加
ア
ル
ヲ
認
ム
。
同
燐
含
有
量
ハ
骨
折
前
一

0
・
六
二
%

ナ
ル
一
、
骨
折
後
一
週
日
目
ユ
ハ
著
シ
キ
差
異
ナ
夕
、
二
週
日
目
ユ
ハ
伸
二
上
昇
シ
、
三

週
日
目
一
一
ハ
一
了
八
八
%
＝
シ
テ
最
高
盆
ヲ
一
京
シ
、
雨
後
漸
次
下
降
シ
、
七
遡
日
目
ニ
ハ

第
六
巻
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い
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ん
ど
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日
同
＼
一
円

日
中
＼
同

印
＼
凶

凶
＼
珂
同

日
C
＼出 首与... 

E耳

略
骨
折
前
／
償
ユ
復
蹄
ス
。
－
次
ユ
一
剛
者
ノ
積
ハ
骨
折
前
一
間
二
・
三

0
＝
シ
テ
、
骨
折
後
一

減
日
目
乃
至
二
週
日
目
二
ハ
明
ニ
差
異
ヲ
認
メ
得
ザ
ル
モ
、
三
週

U
目
ニ
ハ
著
シ
ク
増
加

シ
テ
最
高
一
六
五
・
一
八
－
ご
遥
シ
、
十
六
%
ノ
増
加
ア
一
不
セ
リ
。
爾
後
漸
次
下
降
シ
、
八
週
日

目
ニ
ハ
一
一
間
瓦
・
五
九
ユ
シ
テ
、
健
常
償
ユ
比
シ
著
シ
キ
差
異
ヲ
凡
ズ
。
品
川
雨
者
／
比
ハ
健

常
時
一

O
封
七
ニ
シ
テ
、
骨
折
後
ト
雌
モ
者
シ
キ
消
ふ
ナ
夕
、
一

O
封
七
乃
至
一

O
封
八

／
比
7
保
持
セ
リ
。

温
刻
淘
州
明
器
判
明
い
斗
，
H
R
詩
白
（
畏
さ
い
布
十
泊
十
】

L
ご
4
4
2
一一E
t
語
、
ヰ
ヰ
ぢ
）

前
〈
郵
）
一
塁
勺
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認
可
制
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引
到
引
』
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同
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T
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J
h
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一
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｝
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第
十
四
表
－
－
示
セ
ル
ガ
知
夕
、
健
常
時
血
清
内
「力

ル
シ
ウ
ム
」
A
H
有
量
ハ
一

二
・
一
凶

%
、
之
二
府
側
前
鱒
骨
骨
折
7
作
ル
一
、
一
週
日
目
ニ
ハ
依
－
一
一
増
加
シ
、
一
一
週
日
目
品
ハ

一
週
日
目
ノ
夫
ト
略
等
シ
キ
僚
ヲ
示

ν
、一一
一週
日
目
乃
五
四
週
日
目
＝
ハ
最
高
一
二
・
九
八

%
－
ご
迷
シ
、
五
週
日
目
＝
ハ
術
館
一
一
増
加
ア
ル
ト
雌
モ
、
六
週
日
以
後
健
常
量
ト
殆
ド
同

一
ノ
値
ヲ
示
セ
リ
。
同
燐
含
有
量
ハ
健
常
時
一

0
・
九
三
%
、
骨
折
後
漸
次
増
設
シ
テ
一
一
一
過

日
目
ユ
ハ
最
高
一
一
一
．・一

O
%
＝
逢
シ
、
爾
来
漸
次
下
降
シ
テ
六
週
日
目
ニ
ハ
健
常
債
ト
等

害、
』．

言事

肩書

M
O
C
C
 

同∞品。
H
C

印。
H
岱
由
。

］｛5
0
0
 

］

C

∞。
】叶
ωω

H

叶』
C

晴
樹
＋
同
幽
閉

剣
山
伊
州
明
簿
濃
い
十
汁
詩

。タ

（
認
さ
い
有
＋
迫
！？
R
＝
ヨ
｛
四
百
五
二
樹
噌
均
車
）

シ
ヶ
、
其
ノ
後
生
埋
的
動
佑
ノ
続
問
7
尚
デ

ズ。

倫
爾
者
ノ
比
ハ
骨
折
前
一

二
－二・

一
ハ
九
ナ

ル
一
－
、
骨
折
後
漸
衣
増
大
シ
テ
一
三
週
日
目
ニ
ハ
最
高
一
七

0
・
0
一
一
一
ニ
逮
シ
、
二
十
八
%
／

増
加
7
一
万
シ
、
爾
後
漸
次
下
降
シ
、
六
週
日
目
乃
至
七
週
日
目
＝
ハ
健
常
償
ト
比
シ
箸
シ

キ
差
異
ヲ
凡
ズ
。
而
シ
テ
夫
等
／
比
ハ
健
常
時
一
O
封
九
、
骨
折
後
一
O
封
八
乃
至
一
O

封
一

o＝
シ
テ
、
骨
折
後
血
清
内
「
か
ル
シ
ウ
ム
」
及
ビ
燐
含
中
併
設
ハ
閉
山
昌
英
ノ
卒
術
ヲ
失

ヘ
リ
。

同
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5
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H
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G

ど
凶

J

｛む

第
十
五
表
ヲ
見
ル
＝
、
健
常
時
血
清
内
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
含
有
益
ハ
一
二
・
七
七
%
ユ
シ

テ
、
之
三
間
側
前
膝
骨
骨
折
ヲ
作
レ
パ
二
週
日
目
ユ
ハ

一
二
・
一
四
%
ヲ
一ホ
シ
、
健
＝
減
少

A

ル
ト
雌
モ
、
一
一
週
日
目
＝
ハ
骨
折
前
ノ
償
こ
返
F
、
二
一
週
日
目
ユ
ハ
儀
＝
上
昇
シ
、
四

週
日
目
＝
ハ
最
高
一
一
ニ
・
九
一
%
＝
逮
シ
、
爾
後
、
漸
次
下
降
シ
、
七
週
日
目
一
二
主
P
生
理
的

動
揺
ノ
総
関
内
ニ
下
降
セ
ル
ヲ
見
ル
。
同
燐
含
有
量
ハ
骨
折
前
一
了
二
四
%
ナ
ル
一
一
二

第
六
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原
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週
日
目
ユ
ハ
係
ニ
一
増
加
シ
、
一
一
週
日
目
＝

ρ

夏
＝
上
昇
シ
、
一
一
一
週
日
目
＝

ρ

最
高
ご
一
一
・
凶

0
4月
三
遥
シ
、
英
ノ
後
漸
次
下
降
ヲ
見
ル
モ
、
七
週
日
目
＝

ρ

一
一
・
六
一
－
一%
ヲ

一市
シ
術
僅

一
一
増
加
セ
リ
o
A
同
雨
者
／
積
ハ
健
常
時
一
四
一
二
・
五
三
、
骨
折
後
一
週
日
目
ユ
ハ
差
異
ナ
夕
、

コ
週
日
目
－
一
ぐ
及
－
一
ソ
レ
ヨ
リ
洛
＝
増
大
シ
、
凶
週
日
目
Z

ハ
間
取
世
間
一
七
五
－
一
三
＝
ン
テ

～一
十
二
%
ノ
増
加
ヲ
一
万
ス
。
爾
来
漸
次
下
降
シ
、
七
週
日
目
昌
一
於
テ
ハ
健
常
償
ト
大
差
ナ

一
一
二
七

（
第
五
波

一
・七）
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第
六
谷

F『

原

箸
』」

大

聖子

一一一ニ
O

（
第
五
披

ニ
O
）

以
上
詳
述
セ

Y
十
三
例
ニ
於
ク

Y
所
見
ヲ
概
括
的
二
観
察
ス

Y

－
一
、
骨
折
後
血
清
内
「
カ
U
Y

シ
ヲ
ム
」
合
有
量
A

、
概
シ
－
ア
第
一
週
日
日
ニ
A

硝
々
減
少
ス

Y
カ
又
λ

著
ジ
キ
影
響
ヲ
認
メ
ザ
レ
ド
モ
、
第
二
週
日
目
ニ
A

僅
一
一
一
増
加
ジ
、
第
三
、
第
四
及
ピ
第
五
旭
日
目
二
A

著
ジ
ク
上
昇

ジ
、
爾
後
下
降
ジ
ア
第
七
週
日
目
ニ
至

y
略
健
常
量
－
一
復
蹄
セ
リ
ノ
。
（
第
一
国
産
照
）
同
燐
合
有
量
二
第
一
週
日
目
ニ
A

著
麗
ナ
ク
、
第
二
週

百
二
A

梢
々
増
加
シ
、
第
三
週
日
目
二
A

著
ジ
ク
上
昇
シ
ア
十
三
例
中
十
一
例
－
一
於
品
ノ
最
高
量
ア
示
シ
、
第
四
迦
臼
目
一
二
主
Y

モ
向
依
然
ト
シ

日
－
プ
高
位
ヲ
保
チ
、
爾
来
漸
究
下
降
ジ
ア
第
七
週
日
目
ニ
A

略
健
常
債
一
一
復
蹄
セ
リ
。
（
第
二
闘
委
照
）
究
－
一
血
清
内
「
カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐

合
有
量
ノ
蔵
A

骨
折
後
第
一
週
日
百
二
A

薯
麓
ナ
ク
、
第
二
週
日
目
ニ
A

僅
－
一
増
加
ジ
、
第
三
乃
至
第
四
週
日
目
ニ
A

最
高
量
一
一
達
ジ
ア
十
一

川
乃
至
三
十
四

μ
ノ
増
加
ヲ
一
不
シ
、
第
七
週
日
目
ニ
A

健
常
債
一
一
接
近
セ

Y

ヲ
見
y
。
向
雨
者
ノ
比
A

、
十
三
例
中
十
例
一
一
於
ァ
、
骨
折
後
ト

雄
モ
健
常
時
ト
略
同
一
ナ
Y
比
ヲ
保
持
セ

y
。

更
ニ
骨
折
後
－
一
於
ケ
U
Y

血
清
内
「
カ
U
Y

ジ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
前
長
A

、
骨
折
ノ
程
度
一
一
依
9
－
プ
主
ノ
増
加
ノ
程
度
並
－
一
持
績
期
間
一
一

秀
異
ナ
キ
カ
ヲ
観
Y

一
一
、
片
側
前
脚
骨
骨
折
ユ
比
ジ
南
側
前
肺
骨
骨
折
二
於
ア
A

、
血
清
内
一
，
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
合
有
量
ノ
増
加
ノ
程
度
保
－
一
大

ナ
Y
モ
、
宜
（
ノ
持
績
期
間
ニ
A

著
シ
キ
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。
之
－
一
反
ジ
血
清
内
燐
合
有
量
A

、
片
側
前
蹄
骨
骨
折
ノ
場
合
ヨ

y
雨
側
前
牌
骨
骨
折

ノ
方
式
ノ
増
加
翠
高
ク
、
而
モ
其
ノ
持
鰻
期
間
稿
々
長
uv
。

第

X
線
検
査
ガ
骨
折
後
ノ
血
清
内
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
皮
ビ
燐
含
有
国
軍
ユ
影
響
ア
リ
ヤ

長
田
氏
ニ
一
依
レ
バ
、
骨
折
治
癒
経
過
中
X
線
ノ
照
射
A

服
骨
形
成
作
用
ヲ
障
時
セ
シ
ム

Y

事
賞
ア

y
。
余
A

骨
折
後
X
線
椴
査
ヲ
行
ヒ
、

之
ガ
血
清
内
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
消
長
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
ス
コ
ト
ナ
キ
ヤ
ヲ
確
読
セ
ン
ト
シ
、
健
常
家
兎
三
顕
ア
使
用
シ
、
骨
折

後
一
週
間
毎
－
一
五
回
乃
至
六
回
X
線
寓
異
撮
影
ヲ
行
ヒ
、
同
時
－
一
血
清
内
「
カ
M
Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
量
ヲ
定
量
セ
ソ
。
而
シ
－
Y
血
液
採
取
λ

門的

－τ、4
線
寓
真
撮
影
直
前
ニ
行
へ
リ
。
買
醸
成
績
A

第
十
七
表
ニ
一
不
ス
ガ
如
シ
。
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叶
J
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｝
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】
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同
日
田

叶

C
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日
叶
・

0

］
日

ιu

之:r.
-1 

』
山。一
J
1

H

臼＼
面

N
2
・印

H
G
・J』
日

回目

じ
っ

H

U
V
】

叶

ω

同
C
＼盾

同
一6
0
5
｝

』－
c; 

－uc
u
 

－Z印
－
口
同

同ご
d

圃

日
＼
［円

叫
ム
｝
山

H
白
色
合

戸
一戸

品

ω

J
F
∞

∞

ω
 

同
日
・
叶
∞

】
コ
叶

γ

】一
日
叶
・
吋
白

ウ三
一
猿
レ
パ
、
骨
折
後
数
回
X
線
潟山
県
操
彩
ヲ
行
フ
ト
雌
毛
、
其
／
血
清
内
「
カ
ルシ

ウ
ム
」
含
有
母一
／
消
兵
ニ
ハ
影
響
ナ
シ。

然ル

＝’
m清
内
燐
合
有
益ハ
前
詑
貸
験
成
績
－一

（第
五
披

二
一一）

_, γc ζ£ :z ：，一ミニDCのょ：

比
シ
、
英
ノ
最
高
金
－－
逢
ス
ル
時
期
粉
々
退
キ
ガ
如
シ
。

惚

括

骨
折
後
ノ
血
病
内
「
カ
U
Y

シウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
坑
ニ
開
シ
ア
A

、
主
（
ノ
記
載
比
較
的
少
ナ
ク
、

5
1
L乙
7
z
p
L
｝｛二三
λ

氏
等
A

人
関
什
折

後
血
清
内
「
カ
M
F
h
v

内ノ
ム
」
合
有
量

川
著
シ
キ
増
減
ヲ
呈
セ
ザ
Y

三
民
シ
、
血
清
内
無
機
燐
合
有
量
A

骨
折
後
一
、
二
、
一一
一
湘
一
日
中
－
一
急
速
－
一
一
増

加
シ
、
治
癒
ノ
進
ム
ニ
従
ヒ
正
常
債
－
一
侠
復
セ

y
ト
ナ
ジ
、
γ
ま
ご
こ
三
一ι
氏
A

犬
一
一於
ケ
U
F

買
験
－
一
が
よ
ノ
、
骨
折
後
血
柴
内
「
カ
U
Y

ジ
ヲ
ム
」

合
有
量
A

認
ム
ペ
キ
増
減
ヲ
日
セ
ザ
Y

ニ
反
シ
、
同
無
機
燐
合
有
量
三
二
日
後
既
－
二
延
ノ
増
加
ヲ
示
シ
、
其
ノ
後
不
規
則
ナ
Y
曲
線
ヲ
揃
キ

三
十
日
後
再
ピ
上
昇
シ
、
五
乃
至
七
週
日
後
－
一
ジ
テ
骨
折
前
ノ
値
－
一
復
蹄
シ

タ
リ
ト
言
へ

y
。
向
本
邦
－
一
一
於
－
ア
A

、
質
験
的
家
兎
骨
折
後
由
市

内
「
カ
U
Y

シ
ク
ム
」
合
有
赴
ノ
ミ
ノ
動
揺
－
一
就
キ
ア
井
波
、
佐
迫
氏
等
ノ
報
告
ア
リ
。前
者
A

大
開
－
一
一
於
ア
、
数
時
間
後
ヨ

y
十
日
間
－
一
一
於
a

プ
持
制

的
減
退
ヲ
認
メ
、
其
ノ
減
少
ノ
度
約
三
十

μ
－
一
達
セ

9
ト
ナ
ジ
、
後
者
A

骨
折
後
一
週
間
ニ
ジ
ア
幾
分
ノ
増
加
ヲ
来
ジ
、
二
週
間
後
－
二
疋
一
一

ソ
V

ヨ
リ
モ
増
大
ス
レ
ド
毛
、
爾
後
五
週
間
三
宝
Y
迄
二
週
間
ト
殆
ン
ド
同
様
ノ
値
ヲ
示
セ

y
ト
ナ
ス
。

第
三
項



斯
ク
生
理
的
骨
折
治
癒
練
、
過
中
血
中
「
カ
Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
動
揺
A

之
ヲ
認
ム
ペ
キ
モ
、
一
方
骨
折
非
癒
令
ノ
場
合
ニ
於
ケ
M
Y

血
中
「
カ

Y

シ
ウ
ノ
ム
L
及
ピ
燐
合
有
量
－
一
就
ア
コ

F
Z
2
2
氏
ノ
報
告
一
依
レ
バ
、
人
髄
骨
折
治
癒
機
轄
ト
血
中
無
機
骨
成
分
ト
ノ
間
二
川

一
定
ノ
関
係
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
、
血
清
内
無
機
燐
量
ノ
著
シ
ク
減
少
シ
、
血
清
百
耗
中
「
カ

y
u
v
咋
ノ
ム
し
量
ト
無
機
燐
量
ト
ノ
積
三
十
以
下

－
一
減
少
シ
タ
Y
時
A
癒
合
セ
ズ
、
骨
折
治
癒
現
象
ノ
行
A
Y
Y
A
常
ニ
其
ノ
積
三
十
五
乃
翌
四
十
ナ
ラ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
ト
主
張
シ
、

FJ・会『
H

EHL
・叶

CFEZ
氏
等
A

、
骨
折
非
癒
合
患
者
血
清
内
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
積
A

、
常
態
一
一
比
シ
必
ズ
ジ
モ
下
降
セ
ザ
U
F

ヲ
認
メ
、
一
見

ニ
図
。
互
角
田
。

p
z。
Z
T
E
L
一品E
HF
－E高
島
氏
等
A

、
骨
折
非
癒
合
患
者
－
一
手
術
ヲ
施
シ
、
術
前
、
術
後
ノ
血
液
内
「
カ
U
Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
無
機

燐
合
有
量
ヲ
比
較
ジ
タ
Y

－
一
、
術
後
血
液
内
「
カ

Y

シ
ウ
ノ
ム
」
合
有
量
A

僅
ニ
下
降
シ
、
之
－
一
反
シ
無
機
燐
合
有
量
A

微
一
一
上
昇
シ
、
夫
等
績
λ

僅
恒
三
増
加
セ

Y
ヲ
観
タ

y
ト
雄
号
、
骨
折
非
癒
合
A

寧
ロ
外
科
的
療
法
ノ
拙
劣
－
一
騎
ス

Y
場
合
多
シ
ト
言
へ

y
。

叙
上
ノ
如
ク
、
骨
折
非
癒
合
ト
血
中
「
カ
U
Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
関
係
一
一
就
－
プ
A

可
ナ
リ
ノ
疑
義
多
ク
、
果
シ
ア
骨
折
非
癒
合
ノ
場
合
－
一

つ
血
中
「
カ

Y

ジ
ク
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
濃
度
減
少
シ
居
Y

モ
ノ
ナ
Y

ヤ
否
ャ
、
コ
ノ
事
ニ
就
－
プ

A
今
日
直
－
一
断
定
ヲ
下
ス
コ
ト
能
A
ザ
y

毛
、
少
ク
ト
モ
余
ノ
賓
蟻
－
一
旗
レ
バ
、
骨
折
後
葉
ノ
治
癒
現
象
ノ
管
マ

y
y
附
期
ニ
相
営
シ
、
血
清
内
「
カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
λ

増
加

ス
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
其
ノ
極
貼
－
一
建
シ
ク
Y
時
A
（
骨
折
後
三
乃
至
四
週
間
目
）
、
「
カ

Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
積
A
正
常
時
ノ
夫
二
比
シ

十
一
乃
至
三
十
四

μ
ノ
増
加
ヲ
認
メ
、

E
、
大
多
数
一
一
於
ア
南
者
ノ
比
A

骨
折
前
－
一
比
シ
著
ジ
キ
愛
化
ヲ
認
ム

Y
能
A

ザ

y
キ。

骨
折
治
癒
時
血
清
内
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ガ
叙
上
ノ
加
キ
動
揺
ア
示
ス
以
上
、
之
ヲ
以
ア
骨
折
治
癒
機
鴨
ノ
良
否
ア
判
定
ス
ペ
キ

基
礎
的
事
質
ノ
一
ト
ナ
ジ
得
ペ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
ト
思
惟
セ
ク

y
。

第
二
章
儲
骨
内
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
反
ビ
燐
含
有
量

骨
灰
ノ
大
部
分
A

石
灰
盤
類
ニ
シ
ア
、
燐
酸
盟
類
A

其
ノ
主
要
ナ
Y
部
分
ア
占
ム

Y

7
以
ア
、
骨
折
治
癒
機
轄
－
一
必
要
快
ク
ペ
カ
ラ
ザ

y

「カ
Y

シ
ク
ム
」
ト
共
一
一
燐
ア
葉
ノ
経
過
中
ノ
種
々
ナ
戸
時
期
一
一
、
化
事
的
分
析
ヲ
行
ヒ
定
量
シ
且
之
ア
前
章
ノ
成
績
ト
封
比
シ
e

プ
観
察
ス

Y
、

葦
シ
興
味
ナ
キ
コ
ト
ニ
ジ
モ
非
Y
9ヘ
シ
。

徒
六
巻

F圏、
原

善
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大

野
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大
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一
一
三
凶

戸
第
五
披

二
四
）

第
一
項
費
駿
材
料
並
園
芸
員
験
方
法

賀
験
動
物
A

凡
ア
成
熟
家
兎
ヲ
使
用
セ
η
ノ
。
皮
下
骨
折
時
一
一
於
ケ

Y
注
意
及
ピ
其
ノ
他
注
意
事
頃
A

、
前
章
一
一
遁
ペ
タ

Y
ガ
如
ク
充
分
ナ

Y

考
慮
ヲ
梯
へ

y
。

試
験
材
料
ノ
採
取
一
二
特
一
一
注
意
ヲ
榔
ヒ
、
動
物
ヲ
撲
殺
シ
、
直
チ
ニ
買
験
セ
ン
ト
ス

Y
骨
ア
闘
節
ヨ

y
離
断
シ
、
小
銃
子
及
ピ
綿
紗
ア
用

ピ
ア
込
蓮
可
噂
ニ
軟
骨
組
織
及
ピ
骨
髄
ヲ
除
去
シ
、
向
般
骨
モ
同
様
可
略
一
一
刻
雌
清
拭
シ
、
化
間
半
天
秤
一
一
ヨ

y
－
プ
精
密
一
一
新
鮮
骨
重
量
ァ
秤

y
、

八
十
度
ノ
乾
燥
器
－
一
約
三
十
日
間
、
更
ニ
硫
酸
－
一
入
レ
タ
M
Y

除
滋
器
中
一
二
二
十
日
間
以
上
放
置
シ
－
ア
不
遜
重
量
ナ
ラ
シ
メ
、
其
ノ
乾
燥
重
量
ア

秤
取
シ
、
コ
ノ
乾
燥
重
量
ト
新
鮮
重
量
ト
ノ
差
ア
以
－
プ
水
分
ト
見
倣
セ
ク
。

（
一
）
「
カ

Y

シ
ク
ム
し
定
量
法
A

V

｛

c
p・
－
ピ
プ
一
三
口
氏
法
ニ
従
ヘ
ソ
、
コ
ノ
際
使
用
セ

y
v、
三
日
過
満
俺
酸
加
盟
溶
液
A

、
一
ヶ
月
ニ

諺
酸
「
ナ
ト

y
内
ノ
ム
」

2
c
E
E－
－
）
定
規
液
－
一
依

y
精
確
一
一
其
ノ
力
債
ア
呼
値
セ
η
ノG

（
二
）
燐
定
量
一
二
子
E
Z
E
E
氏
法
ニ
僚

y
、
燐
「
モ

y
プ
デ
ン
」
酸
「
ア
ム
モ
ニ
ヲ
L

」
ト
シ
ア
沈
澱
セ
シ
メ
、

ピ
硫
酸
液
一
一
ヨ
リ
滴
定
シ
、
以
－
プ
線
燐
（
ア
）
ト
シ
テ
定
量
ス
w
y

ノ
法
ヲ
ト
レ

y
。

一
一
円
X
一
日

水
洗
後
wn
一
日
苛
性
曹
法
及

第
二
項
第
一

寅

醸

成

正
常
家
鬼
骨
内
「
カ
ル
シ
ウ
ム
」

車責

反
ビ
燐
含
有
量

成
熟
家
兎
五
頭
ニ
就
h

て
上
牌
甘
及
ピ
前
脚
川
背
骨
内
「
カ

Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
量
ァ
検
シ
、

第
十
八
表
ニ
示
ス
ガ
如
キ
結
果
ア
得
タ
リ
ノ
。
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μ
－
二
増
加
シ
、
三
週
日
目
ニ
λ

平
均
八
・
五
八
り
、
四
旭
日
日
ニ
A

九
二
二
九
り
ヲ
示
ジ
ア
若
シ
ク
増
加
シ
、
爾
後
其

第
六
谷

F「

原

箸
L」
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ゴL
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第
五
股

二
九
）



第
六
谷

「園、

原

著
L」

!&f 

llCJ 
0 

（
第
五
披

。
」J

ノ
増
加
率
－
A

小
ト
ナ

y
、
六
十
日
目
－
二
主

y
－
ア
モ
向
正
常
骨
内
燐
合
有
量
U
W
ニ
達
セ
ズ
。
（
第
十
九
表
並
－
一
第
六
闘
丞
照
）

（
五
）
、
仮
骨
内
「
カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」
川
区
割
燐
量
ノ
分
子
量
的
比
率
λ

、
骨
折
治
癒
経
過
一
一
於
－
ア
時
期
／
如
何
ヲ
問
λ

ズ
、
成
骨
－
一
於
ヶ
Y
Jカ
如

ク
「
カ
M
Y

ジ
ヲ
ム
」
一
・

O
封
燐

0
・
六
ナ

Y

一
定
ノ
比
率
ア
保
持
ス
U

（
第
十
九
表
盛
照
）

第

一

一

一

項

綿

括

E
2
5
5・
E
2
戸’

F
－2・Z
2
2
氏
等
ニ
依
レ
バ
、
什
折
治
癒
経
過
ニ
於
－
プ
、
初
メ
般
骨
内
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
最
ノ
分
子
量
的
比

率
λ

「カ

y
u
v
ウ
ノ
ム
」

7
0封
燐

0
・
二
乃
至

0
・
四
ニ
ジ
ア
、
燐
量
A

「カ
y
u
v
ウ
ノ
ム
」
量
一
一
比
ジ
著
ジ
ク
小
ナ
Y

－
一
、
仮
骨
ノ
化
骨
ス

Y

一
一
従
ヒ

ア
燐
量
A

漸
衣
増
加
シ
、
夫
等
分
子
量
的
比
率
A

成
骨
ノ
夫
ニ
接
近
ス
ル
ヲ
知
レ
リ
ノ
。
然
Y

－
一
之
ヲ
余
ノ
貫
験
成
績
－
一
観
Y

ニ
、
仮
骨
内
「
カ

y

uv
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
A
金
時
期
ヲ
通
ジ
骨
折
治
癒
ノ
行
A

Y

Y
ト
共
一
一
一
越
加
ジ
、
而
モ
其
ノ
間
第
二
週
ヨ
リ
第
三
週
一
一
至
Y
間
一
一
葉
ノ
増

加
ノ
程
度
特
一
一
大
ナ

y
シ
ミ
コ
ノ
時
期
一
一
一
於
一
プ
促
骨
組
織
一
一
「
カ

Y

シ
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
A

最
モ
多
量
－
一
沈
着
し
v
、
ヒ
イ
ア
A

化
骨
現
象
ノ
最
モ
旺

盛
ナ

Y
ペ
キ
ヲ
窺
知
ス
M
Y

ヲ
符
タ

y
。
然
シ
ア
葉
ノ
「
ヵ

y
V
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
分
子
量
的
比
率
A

骨
折
後
既
一
一
第
十
二
日
乃
至
第
二
週

日
目
ニ
於
47
「カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」
一
・

O
封
燐

0
・
六
ノ
比
率
ヲ
示
シ
、
成
廿
一
一
於
ケ
Y
所
謂

J
J
f
J
5・
氏
ノ
化
曲
学
式
（
］
2
コ
zd｝
）
ヲ
認
メ
ジ
A

、
主
コ
ヨ
ニ
N

Ec－－
wza
出
4
2
4
H
E
E
－
－
氏
等
ノ
業
績
ト
大
－
二
県
（
ナ
Y
ト
コ
ロ
ニ
ジ
ア
、
之
ヲ
観
レ
バ
「
カ

Y
U
J
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
A

般
骨
組
織
一
二
定
ノ
比
率
ヲ
以

ア
沈
着
シ
、
此
ノ
比
率
ヲ
保
持
シ
ツ
ツ
湘
尖
増
加
ス

Y

モ
／
ニ
ジ
ア
、
悲
一
一
完
全
ナ
Y
化
骨
現
象
ヲ
遂
行
シ
得
Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
信
ズ
。

第

三

章

者

按

骨
組
織
脅
育
ノ
道
程
一
二
於
ケ

Y
諸
家
ノ
設
ヲ
観
Y

ニ、

2
2
E
2
氏

A

一
程
度
礎
育
ジ
タ
Y
山
崎
動
－
一
在
1

7

A
、
骨
及
ピ
軟
骨
細
胞
ヨ

y

生
ズ

Y
形
成
的
刺
戟
（
号
コ
ピ
三
7
4
2
岡
山
一
己
目
）
ガ
葉
ノ
周
園
ノ
組
織
成
分
－
一
進
行
的
麗
化
ヲ
惹
起
シ
、
以
－
プ
血
液
及
ピ
組
織
液
ノ
石
灰
鞭
－
一
封
シ

ア
特
殊
ノ
親
和
力
ヲ
得
Y

ユ
至
U
F
O

カ
ク
シ
ア
所
謂
］
主
一

Z
F
E｝
2
・
ト
ナ
レ

Y
組
織
－
一
一
溶
解
状
態
ノ
石
双
盟
ガ
浸
入
シ
、
之
ガ
有
機
性
基

質
ト
結
合
シ
、
叉
之
ガ
分
解
ス
M
F

際
－
一
沈
着
ジ
ア
石
灰
化
機
時
ガ
遂
行
セ
ラ

Y

Y
モ
ノ
ナ

y
ト
璃
シ
、

P
Z
E
E
－
E
C
H
2
氏
等
－
一
嬢
V

バ
、
費

育
ノ
進
行
大
ナ
u
y

－
一
従
ヒ
ア
軟
骨
基
質
中
ノ
蛋
白
質
亦
増
加
ジ
、
ヒ
イ
ア
石
一
決
聴
ノ
浸
入
ヲ
増
シ
、
以
ア
組
織
ノ
盤
性
ヲ
促
ス
モ
ノ
ナ

y
ト
説



キ
、
夏
一
蛋
白
質
ノ
増
加
ト
石
灰
撫
ノ
溶
解
度
ノ
進
行
ト
ニ
就
ア
定
量
的
測
定
ヲ
ナ
シ
、
蛍
白
質
ニ
ヨ
M
F

炭
酸
「
カ

Y
ジ
ヲ
ム
」
ノ
溶
解
度
二

燐
酸
「
カ
w
y

シ
ラ
ム
し
－
一
比
シ
蓬
一
一
高
位
－
一
ア

Y
ヲ
以
ア
、
今
モ
シ
山
灰
酸
「
カ
w
F

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
酸
「
カ
M
Y

シ
ク
ム
し
ノ
多
量
－
一
合
有
セ
ラ

v
タ

y

溶
媒
液
ヨ
η
ノ
何
等
カ
ノ
原
因
一
一
ヨ
リ
ア
抗
出
セ
ラ
M
F
U
F

ト
セ
バ
、
先
ヅ
山
灰
酸
「
ヵ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
L
ヲ
析
出
シ
、
・
次
」
ア
燐
蹴
「
カ

Y

ジ
ク
ム
」
ノ
沈
澱
ア

見
u
y

ベ
ク
、
従
－
プ
後
育
期
－
一
が
、
ヶ

Y
軟
骨
組
織
A
主
ト
シ
－
ア
炭
酸
「
カ

Y

シ
ク
ム
L

ヨ
リ
形
成
セ
ラ
レ
、
燐
酸
「
カ

Y

ジ
ヲ
ム
」
A
極
メ
ア
微
量
ナ

Y
筈
ニ
シ
ア
、
恰
毛
一
骨
組
織
ト
A

反
封
ノ
関
係
－
一
立
ツ
ペ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
此
際
「
ペ
プ
ト
ン
」
ノ
ミ
二
、
却
ツ
ア
炭
酸
ー
カ

Y
ジ
ヲ
ム
」
－
一
比
シ
、

ヨリ
ノ
多
量
一
一
燐
酸
「
カ
Y

ジ
ヲ
ム
し
ヲ
溶
解
ス

Y

ヲ
以
ア
、
燐
酸
「
カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」
二
灰
酸
「
カ

Y

ジ
ヲ
ム
」
ヨ
リ
多
量
一
一
析
出
セ
フ
レ
ア
、
夫
等
比

率
A
途
一
一
骨
ト
同
一
ナ
Y
状
態
一
一
至
Y
ト
之
ア
論
遁
セ
リ
ノ

o
Fユ一ご
3
2
2・
氏
A
化
骨
機
鱒
一
一
閥
シ
－
プ
考
察
ア
誠
ミ
、
車
ニ
「
ヵ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
」

｜
「
イ
オ
ン
」
－
一
割
ス

Y
細
胞
ノ
特
別
ナ
Y
親
和
力
ヲ
以
－
ア
シ
タ

Y
「カ

Y

シ
ク
ム
」
吸
牧
説
A
、
化
骨
機
轄
ノ
第
一
歩
ヲ
解
決
ス

Y

モ
ノ
ナ
レ
ド

毛
、
燐
吸
収
ァ
説
明
ス

Y

ニ
極
メ
ア
不
通
営
ナ

9
ト
シ
、
然
モ
「
カ

Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
ノ
不
断
ノ
吸
牧
遂
行
セ
ラ
レ
ザ
Y
時一一

A
、
充
貫
ジ
タ

u
y

石
灰
化
A

豪
モ
思
惟
セ
ラ
レ
ズ
ト
問
へ
、
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
雨
「
イ
オ
ン
」
ノ
不
断
ノ
吸
牧
ノ
説
明
ト
シ
ア
、
組
織
及
ピ
淋
巴
内
山
灰
駿
合

有
量
ノ
動
揺
ヲ
以
－
ア
セ
日
ノ
。
的
チ
来
一
．
質
中
－
一
過
剰
ノ
茨
酸
量
ヲ
合
有
ス

Y
時
－
一
て
「
カ
グ
’
ジ
ウ
／ム

」
及
ピ
燐
A

飽
和
服
態
－
一
迄
溶
解
セ
－
フ
レ
、

淋
巴
内
山
灰
酸
量
ノ
僅
少
ト
ナ
Y
時
六
基
質
内
ヨ

y
山
灰
酸
A

淋
巴
内
ニ
賦
輿
セ
ク
レ
、
基
質
内
ノ
山
灰
酸
量
A

タ
メ
ニ
下
降
シ
、
従
47
過
剰
ノ
山
灰

酸
量
一
一
依

y
－
プ
、
飽
和
服
態
一
一
迄
溶
解
セ
ラ
レ

b
y
y
「カ

y
v
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
A

析
出
セ
－
7
J
V
d
ア
途
ニ
沈
着
ス
。
然
V

ド
モ
其
ノ
基
質
A

一再ピ

「カ
U
Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
ヲ
飽
和
状
態
－
一
迄
溶
解
ス
ペ
ク
、
自
ラ
、
過
剰
ノ
山
灰
酸
ヲ
吸
牧
ジ
、
ヵ
、
U
F

不
断
ノ
生
化
準
的
機
特
反
覆
セ
ラ
レ
、
「
カ
M
F

V
ク
ム
」
及
ピ
燐
λ

逐
究
沈
右
シ
、
五
一
一
完
全
ナ
Y
化
骨
現
象
A
遂
行
セ
ラ

Y

Y
毛
ノ
ナ

y
、
然
毛
カ
ク
シ
ア
一
度
沈
着
シ
タ

Y
石
灰
盤
ノ
山
灰

駿
過
剰
ノ
時
期
ニ
再
ピ
溶
解
セ
ザ
Y

A
、
中
和
一
一
ヨ

2
ア
生
ジ
タ
Y
沈
澱
A
只
等
量
ノ
酸
一
一
ヨ

9
4プ
ノ
ミ
、
極
メ
ア
徐
々
ニ
溶
解
ス

Y

モ
ノ
ナ

リノ
ト
言
プ
事
賞
ヨ
リ
之
ヲ
説
明
ジ
、
J
J1

乙
－E

氏
モ
亦
略
之
一
一
賛
セ
リ
ノ
。
同
一
一三
ニ
コ
三
ニ
戸
氏
つ
炭
酸
つ
カ

Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
酸
「
カ

Y
ジ
ヲ
ム
」
A

毛
細
血
管
内
皮
細
胞
並
ニ
遺
骨
細
胞
ノ
特
有
ナ

Y
機
能
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
、
沈
澱
ジ
得
Y

モ
ノ
ナ
Y
事
ヲ
唱
へ
、

F
E・g
－V

－E
－L
同

Z
E－
－
氏
等
A
、

更
ニ
血
清
A
「カ

Y

シ
ヲ
ム
」
ノ
過
剰
ノ
飽
和
溶
液
一
一
シ
ア
、
然
モ
血
清
内
蛋
白
質
A
「カ

Y

シ
ヲ
ム
」
ヲ
溶
解
朕
態
ニ
保
持
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
ト
言

第
六
念

「吋
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著
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第
六
巻
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原

著、」

大

里子

JILi 

（
第
五
波

、J

プ
似
説
ヨ

y
出
費
hv
－
プ
日
ク
、
淋
じ
内
蛋
白
質
量
月
微
量
ナ
Y
ガ
故
ニ
、
炭
酸
ノ
緊
張
ヲ
下
降
ス

Y
時
A

、
「
ヵ

Y

シ
ヲ
ム
」
盟
類
ヲ
容
易
－
一
沈

澱
セ
シ
ム
、
但
シ
コ
ノ
作
用
A

軟
骨
一
一
於
ア
容
易
一
一
甑
一
フ

y
y
ト
コ
ロ
ニ
シ
ア
、
殊
一
一
髄
腔
附
近
ノ
部
位
ノ
ミ
コ
他
部
一
一
一
炉
、
ヶ

Y

ヨ
リ
ノ
モ
血

液
ユ
接
絢
ス

Y
機
曾
多
キ
ガ
タ
メ
、
「
カ
M
Y

シ
ウ
ノ
ム
」
ノ
沈
澱
ヲ
来
シ
得
、
叉
軟
骨
以
外
ノ
組
織
A

、
多
量
ノ
決
酸
ヲ
費
生
ス
w
y
J
ガ
故
一
一
沈
澱
ヲ

来
ジ
難
ジ
ト
。
然
Y

－一

F
d
E
s
－－4m
c・

g・2
・む
d

氏
等
－
一
依
レ
バ
、
生
理
的
化
骨
機
轄
こ
ニ
道
桂
ヲ
踏
ミ
ア
替
？

Y
ト
ナ
シ
、
卸
チ
初
メ

石
灰
化
セ
ザ
Y
軟
骨
基
質
A

一
一
種
ノ
交
換
反
応
－
一
ヨ

y
、
韓
液
郎
チ
淋
巴
液
中
ノ
「
カ

Y

ジ
ウ
ノ
ム
上
膿
類
ヲ
扱
牧
結
合
シ
、
次
〕
ア
「
カ
w
y

シ
ク
ム
」

ト
結
合
セ

Y
蛋
白
質
A

燐
酸
及
ピ
山
灰
酸
ヲ
ト

y
、一ーカ
M
Y

シ
ヲ
ム
」
蛋
白
質
燐
酸
並
ニ
「
カ

Y

シ
ウ
ノ
ム
」
蛋
白
質
茨
酸
ナ
Y
複
合
セ

Y
結
合
ノ
状
態

ト
ナ

y
、
夏
一
一
燐
酸
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
山
灰
蹴
「
カ

Y

シ
ヲ
ム
」
A

蛋
白
質
ヨ
ソ
分
離
シ
、
此
蕗
－
一
燐
酸
1
カ
Y

シ
ウ
／
ム
」
及
ピ
炭
酸
「
カ

Y

シウ’

ム
」
ア
産
出
ジ
、
化
骨
機
轄
A

遂
行
セ
一
プ

Y

Y
モ
ノ
ナ
リ
ト
言
へ

y
。
之
ヨ
リ
ノ
先
、
］
）
三
FTC

－ES
R
氏
A

、
鳥
類
一
一
於
－
プ
胞
朕
細
胞
ノ
間
接
分

裂
ノ
像
ヲ
確
認
シ
、
胞
賊
細
胞
暦
ノ
軟
骨
基
質
A

破
骨
細
胞
ノ
作
用
ヲ
受
ク

Y

コ
ト
稀
－
一
シ
ア
、
通
常
附
近
－
一
存
在
ス

Y

組
織
細
胞
ヨ
ソ
形

成
セ
ラ

y
y
一
種
ノ
酵
素
ノ
作
用
ニ
ヨ

y
徐
々
ユ
溶
解
セ
ラ

Y

Y
ト
ナ
シ
、
専
ラ
一
一
穂
ノ
酵
素
特
有
ナ

Y
作
用
ナ
－

Y

コ
ト
ヲ
指
摘
シ
、
最
近

P
5
3
並
ニ

mog－2
氏
等
－
一
依

p
、
更
－
一
之
ガ
詳
細
ナ
Y
研
讃
ヲ
途
グ
－
プ
レ
、
酵
素
A

幼
若
動
物
ノ
化
骨
シ
ツ
ツ
ア

Y
什
、
愛
育
版
態
－
一

ア
Y
歯
牙
中
ニ
多
量
－
一
存
ス

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
全
ク
後
育
ヲ
終

y
グ

Y
場
合
一
二
極
メ
ア
僅
少
ト
ナ

y
、
之
等
酵
素
A

「
ヘ
キ
ソ

l
ゼ
モ
ノ
」
燐

酸
ヲ
遊
離
ジ
、
以
－
プ
燐
酸
「
イ
オ
ン
」
ノ
増
加
ヲ
来
ス
、
而
ジ
ア
コ
ノ
骨
酵
素
ノ
至
適
酸
度
A

、
水
素
「
d
q

オ
ン
」
八
・
四
乃
一
主
九
・
四
一
一
シ
ア
、
血

液
ノ
水
素
「
イ
オ
ン
」
債
七
二
ニ
乃
至
七
・
四
程
度
ノ
酸
性
度
ニ
F

プ
A

其
ノ
作
用
五
分
ノ

一
ニ
減
弱
ス
、
然
Y

ニ
骨
組
織
内
ニ
ア
A

遺
骨
細
胞
ノ
活

動
ニ
ヨ
リ
ア
、
局
所
ノ
酸
度
λ

「ア

Y
カ
リ
」
側
一
一
移
動
ジ
、
至
適
酸
度
ア
得
Y
ト
共
ニ
血
液
ノ
醍
性
ガ
「
ア

Y
カ
9
」
性
－
一
移
動
ス

Y
時
A

、
燐

酸
「
イ
オ
ン
」
7
増
加
し
v
、
従
ア
燐
酸
「
カ
M
Y

ジ
ヲ
ム
」
』
ヨ

y
多
h
y

骨
組
織
－
一
沈
着
シ
、
化
骨
現
象
A

促
進
セ
ラ
M
Y

ト
報
告
セ

p
。

斯
ク
生
理
的
化
骨
機
轄
ノ
化
率
二
闘
ジ
ア
A

、
種
々
ナ
Y
設
ア
リ
ノ
ア
未
ダ
充
分
ニ
解
決
セ
ラ
レ
タ

y
ト
一
一
一
一
口
ヌ
ヲ
得
ザ
M
Y

モ
、
兎
モ
角
「
カ
w
y

ジ
ヲ
ム
し
及
ピ
燐
ガ
、
其
ノ
化
骨
現
象
ニ
向
ヅ
ア
必
要
快
グ
ペ
カ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
タ

Y
A
、
諸
家
等
シ
ク
之
ヲ
承
認
セ

9
0

－
・
万
骨
折
治
癒
機
樽
－
一
閥
ス
U
Y

化
率
ニ
至
リ
ア
ミ
雰
々
タ
Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
、

5
E
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機
燐
合
有
量
ノ
増
加
ヲ
観
察
ジ
、
血
清
内
無
機
燐
合
有
量
ノ
増
加
ヨ

9
毛
、
骨
折
部
位
ニ
於
ケ
Y
骨
盤
ノ
局
所
的
冊
目
牧
並
ニ
結
合
機
轄
ガ
、
骨

癒
合
一
ア
向
ツ
ア
造
二
重
要
ナ

Y
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
推
論
セ

y
。

余
A

生
理
的
骨
折
治
癒
機
轄
ノ
過
程
ニ
於
ア
、
血
清
並
一
一
般
骨
内
「
カ

Y
シ
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ヲ
測
定
ジ
之
ヲ
観
察
ジ
タ
M
Y

－
－
、
血
清
内

「カ

Y
ジ
ク
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
A

．
骨
折
後
健
常
時
ト
殆
ン
ド
同
様
ナ
Y

一
定
ノ
比
ヲ
保
持
シ
ヅ
ツ
増
加
シ
、
然
屯
骨
折
後
三
乃
至
四
旭
日

目
ニ
於
ア
、
業
ノ
最
高
度
－
一
蓬
シ
、
七
週
日
目
ニ
至
リ
略
ボ
健
常
債
－
一
復
蹄
セ

Y

7
認
メ
タ
9
。
向
般
骨
内
「
カ

Y

シ
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
A

骨
折
後
十
二
日
目
ヨ
リ
ノ
既
ニ
正
常
骨
ト
同
一
ナ
Y
分
子
量
的
比
率
ヲ
保
持
シ
、
其
ノ
後
一
途
究
増
加
ジ
、
且
ッ
全
期
間
ヲ
通
ジ
ア
二
週
日
ヨ
η
ノ三

週
日
ニ
至
Y
間
ニ
於
ア
、
其
ノ
増
加
ノ
程
度
最
モ
大
ナ
Y
ヲ
知
V
9
0
惟
フ
ニ
骨
折
後
低
二
十
二
日
目
ニ
ジ
ア
仮
骨
内
「
ヵ

y
u
v
ウ
ノ
ム
」
及
ピ
燐

合
有
量
ノ
正
常
骨
ト
同
一
ナ
Y
分
子
量
的
比
率
ヲ
示
セ

Y
A
、
「
ヵ

Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
A
殆
シ
ド
同
時
期
－
一
般
骨
内
ニ
沈
着
ジ
、
且
ッ
結
合
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
謹
ジ
得
ペ
ク
、
然
モ
化
骨
現
象
ノ
開
始
ス

Y
A
、
骨
折
治
癒
過
程
ニ
於
ア
、
銃
一
一
第
二
週
或
A
夫
ヨ

y
以
前
ナ
Y

コ
ト
ア

認
メ
得
Y

モ
ノ
ノ
如
シ
。
更
－
一
般
骨
内
「
カ

Y

ジ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
ノ
増
加
率
ノ
大
ナ
グ
’二
迦
日
ヨ

y
三
週
日
ニ
至
Y
期
間
A
、
般
骨
ノ
化

骨
ス
U
Y

ニ
最
屯
旺
盛
ナ
Y
ペ
キ
ヲ
物
語
v
y
毛
ノ
ニ
シ
ア
、
此
ノ
時
期
ガ
血
清
内
「
カ

Y

シ
ク
ム
」
並
－
一
燐
合
有
量
ノ
躍
進
的
増
加
ヲ
示
セ

Y
時

期
ト
略
相
一
致
ス

Y
事
A
、
極
メ
ア
興
味
ア

Y
事
責
ナ
9
0
然
9
而
シ
ア
骨
折
治
癒
f

経
過
一
一
於
－
7
、
血
清
内
「
カ

Y
シ
ク
ム
L
並
－
一
燐
合
有
量

ガ
移
動
ス

Y

ニ
際
シ
、
時
期
ノ
如
何
ヲ
問
A
ズ
、
之
等
雨
者
ノ
比
ガ
生
理
状
態
一
一
ア

Y
血
清
内
ノ
雨
者
ノ
比
ト
極
メ
ア
相
近
似
シ
タ
Y

一
定
ノ

比
ヲ
保
持
セ

Y
事
A
、
更
－
一
重
要
ナ
Y
事
質
ナ
リ
ノ
ト
思
惟
セ
ラ
Y
。

叙
上
生
理
的
化
骨
現
象
ニ
閥
ス

Y
諸
家
ノ
説
ヲ
以
ア
、
直
チ
ニ
骨
折
治
癒
機
特
ノ
説
明
一
一
適
用
λ
Y
A
非
ナ
リ
ノ
ト
雄
モ
、
少
ク
共
余
d
N

賞
験

ノ
結
果
－
一
現
A
V
タ
Y
之
等
ノ
事
貫
A
、
生
理
的
骨
折
治
癒
機
轄
－
一
輿
カ

Y
基
礎
的
事
項
ノ
一
ト
ナ
シ
得
ペ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
ト
信
ゼ
ラ

Y
。

第

四

章

結

論

（
一
）
、
骨
折
後
血
清
内
「
カ

Y

ジ
ク
ム
」
合
有
量
A
、
概
シ
ア
第
一
週
日
目
ニ

A
梢
々
減
少
ス

Y
カ
又
A
不
捷
一
一
シ
ア
、
第
二
過
日
目
ニ

A
僅

三
増
加
シ
、
第
三
、
第
四
乃
至
第
五
週
日
目
ニ
A

著
ジ
ク
上
昇
シ
、
爾
後
下
降
シ
ア
第
七
週
日
目
ニ
A

略
健
常
量
ニ
復
姉
セ

7
0
而
ジ
ア
骨
折

第
六
血
管

F『

原

著
、~

大

!llf 

（
第
五
務

一、．，，

一
一
四
三



第
六
巻

F司、

原

箸
u 

大

野’

一
一
四
回

（
第
五
就

問、J

ノ
程
度
－
一
依
9
ア
、
其
ノ
増
量
ノ
程
度
－
一
多
少
ノ
差
異
ヲ
認
メ
タ

y
ト
雄
モ
、
其
ノ
持
績
期
間
－
一
A

殆
ン
ド
影
響
ナ
シ
。

（
二
）
、
骨
折
後
血
清
内
燐
合
有
量
三
第
一
週
日
目
ニ
A

生
理
的
動
揺
ノ
範
圏
内
－
一
ア

Y
号
、
第
二
週
日
目
ニ
A

僅
ニ
上
昇
シ
、
第
三
週
日

目
ニ
A

著
ジ
ク
増
加
ジ
ア
葉
ノ
極
貼
－
一
達
シ
、
爾
来
漸
衣
下
降
シ
ア
第
七
週
日
目
ニ
至

y
略
健
常
債
－
一
復
蹄
セ

7
0
向
其
ノ
増
量
ノ
多
少
並
一
一

持
績
期
間
A

、
骨
折
ノ
程
度
一
一
依

y
－
ア
差
異
ア
Y

ヲ
認
ム
。

（
三
）
、
骨
折
治
癒
過
程
一
二
於
－
プ
、
血
清
内
「
カ
Y

シ
ク
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
二
略
健
常
時
一
一
於
ケ
Y
ガ
如
キ
略
一
定
ノ
比
ヲ
保
持
シ
ツ
ツ
獲

化
セ
リ
ノ
。

（
四
）
、
骨
内
「
カ
Y

シ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
つ
上
牌
骨
及
ピ
前
膝
骨
ノ
間
－
一
差
異
ナ
ク
、
其
ノ
分
子
量
的
比
率
A

「ヵ
Y

ジ
ヲ
ム
」
一
・

o

封
燐
0
・
六
ナ

y
。

（
五
）
、
般
骨
内
「
カ
Y

ジ
ヲ
ム
」
及
ピ
燐
合
有
量
三
骨
折
治
癒
ノ
行
A
Y
Y
ト
並
ハ
ニ
逓
増
シ
、
然
？
全
期
間
ヲ
遁
ジ
、
第
二
週
日
ヨ
リ
ノ
第
三

池
日
ニ
至
Y
開
業
ノ
増
加
ノ
程
度
特
一
一
大
ナ

y
o
而
シ
ア
此
ノ
時
期
ガ
血
清
内
「
カ

Y

シ
ク
ム
」
並
一
一
燐
合
有
量
ノ
躍
進
的
増
加
ア
示
セ

Y
附

期
ト
略
相
一
致
ス
。

（
六
）
、
俗
骨
内
ニ
於
ケ
Y
「カ
w
y

ジ
ク
ム
」
及
ピ
燐
量
ノ
分
子
量
的
比
率
A

、
時
期
ノ
如
何
ヲ
問
A

ズ
、
常
－
一

0
・
六
ノ
比
率
ヲ
保
持
ス
。
而
ジ
F

プ
般
骨
内
－
一
此
ノ
比
率
ヲ
保
持
ジ
ツ
ツ
沈
着
シ
、
漸
衣
増
量
シ
ア
化
骨
現
象
A

遂
行
セ
ラ

Y

Y
モ
ノ
ナ
叶
ノ
ト

「ヵ

Y

シ
ク
ム
」

一・

O
劃
燐

理
解
セ
ラ

Y

。

（
本
質
験
A

熊
本
醤
科
大
串
外
科
－
一
在
職
常
時
恩
師
萩
原
教
授
ノ
悠
憩
ニ
ヨ

η
ノ
開
始
シ
食
敷
中
央
病
院
研
究
室
ニ
於
ア
結
了
シ
タ
Y

モ
ノ

ナ
リ
）
。
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篤
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並
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御
校
関
ヲ
賜
リ
タ
ル
恩
師
萩
原
教
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－
一
御
鞭
縫
ト
御
援
助
7
辱
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セ
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Resume. 

I) Calciumgehalt im Blut刈 rumnach der Fraktur vermindert sich unbedeutend oder bleibt um・eranclert in der I. 
¥Vochじ， inder 2. zeigt er "・enigc Vermじhrunf;-,und in dcr 3. bis 4. nimmt er bedeutend zu. Danach fa.lit er allm;ih-
lich hcruntcr bis zur 7. Woche, wo er zum beinahe normalen Wert zuri.ickkommt. Dabei ist zwar in den einzじlnen
Fallen, ein geringcr Unterschied der Vermehrung abc1・fastkein Einfluss auf die Dauer der Ve1・：inderung-"・i1・clkonsta-
tic1・tje nach dem Grad dcr Fraktur. 

2) Phophorgchalt im Blut刈 rumnach der Fraktur bleibt in cler r. Woche in der phy只io!ogi以：hen Seim i kw叫
vermehrt sich aber in dcr 2. geringfUgig, in der・3・zeigter bedeutende Vermehrung unc! erreicht den maximalen ¥¥.ert. 
Dann steigt er allmahlich herunter und in der 7. Woche kehrt er wieder ungefahr zum physiologischen Zustand 
zurlick. Dabピisind die Menge der Vermehrung und die Dauer der Schwan！αmg etwas verschieden je nach elem Grad 
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事事－｛（~ 【低仰】 +< 屋ヨ I 1 Err-!< （総凶器 Iii -{() 

der Fraktur. 

3) Calciun 

ahnlichen quantikativen Verb孟ltnis＼＼ヤieim normalen Zustand. 

4) Calciu肝 undPhosphorgehalt im Knochenge川 bezeigt ein bestimmte品川omalesVe山alt川（Ca:1’＝I : o.6) und 
¥¥・ire¥ zwischen dem Oberar111-uncl Vorderarmknochen kein Unterschied nachgewiesen. 

5) Calciun 

im ganzen Ver］司ufist der Gr日正1der V巳rmehrungam deutlichsten von de』－ 2. bis 3. ¥Voche. Die日じ日 Stadium entspricht 

beinahe demselbcn, in dem der Calcium-uncl Phosphorgehalt im Blutserum eine sprungweise Vcrmehrung zeigt. 

6) Das atomale Ve rh ~i. ltni:; zwischen Calcium und Phosphor im }-;:aJlusg・e＼日bヒ bleibtkonstant (C‘a: P= r : o.6) 

ungeachtet des St日cliumsder Frakturheilung. Das ist so、zuγerstehen, d日川 die Ver！くni:icherung・ ausgeflihrt ¥¥"erclen s91!, 
inclem Calcium und Phoぇphordieses bestimmte Verhi"lltnis durchhalten uncl sich allmii.hlich im Kallusgewebe niccler-

schlagen. ( Autoreferat.) 


